
桜
蔭
俳
話
会 

三
月
句
会
（
第
三
七
三
回
） 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
四
日
（
日
） 

会
場
・
旭
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
） 

 

［
推
薦
句
］ 

隙
間
な
き
監
視
社
会
を
春
の
風 

 
 
 

明
美 

 
 
 
 
 
 
 

［
鑑
賞
］ 
「
隙
間
」
が
秀
逸
で
あ
る
。 

［
提
案
］ 

「
を
」
は
「
や
」
に
し
て
二
句
一
章

に
し
た
方
が
良
い
。句
意
が
広
が
る
。 

 

 

校
庭
よ
り
飛
び
出
す
ボ
ー
ル
初
蝶
来 

 

友
子 

 
 
 

 

［
鑑
賞
］ 

「
ボ
ー
ル
」
と
「
初
蝶
」
と
の
出
会

い
が
良
い
。 

 

命
尽
く
刻
を
知
ら
せ
る
春
の
雪 

 
 
 

眞
壽 

［
鑑
賞
］ 

「
命
尽
く
」
と
「
春
の
雪
」
と
の
対

比
が
良
い
。 

  
 
 

朧
か
ら
紅
つ
か
み
と
る
柿
右
衛
門 

 
 

才
美 

 
 
 

 

［
鑑
賞
］ 

「
つ
か
み
と
る
」
が
良
い
。 

［
提
案
］ 

「
紅
」
は
「
彩
（
い
ろ
）
」
に
し
た
方

が
良
い
。「
柿
右
衛
門
」
で
あ
れ
ば
，

陶
磁
器
の
色
を
直
想
さ
せ
る
「
紅
」

は
避
け
る
。 

  
 
 

ヘ
ン
ゼ
ル
の
置
い
て
ゆ
き
し
か
白
椿 

 

秀
夫 

   
 
 
 
 
 

（
文
責 

代
表 

増
田 

守
） 

 

 
 
 
 
 
 

（
欠
席
投
句 

古
野
明
美
、
稲
葉
幸
） 

    

  


